
今
瀬
肇
理
事
兼
政
策
審
議
監
（
）

政
策
審
議
室

地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
推
進

　
各
部
局
間
の
総
合
調
整

や
新
た
な
政
策
課
題
の
検

討
、
産
業
立
地
の
推
進
、

広
報
広
聴
、
男
女
共
同
参

画
の
推
進
、
茨
城
国
体
の

開
催
準
備
、
国
際
関
係
業

務
な
ど
を
担
当
し
て
い
る

ほ
か
、
本
年
度
か
ら
「
地

方
創
生
室
を
新
設
し
た
。

　
本
格
的
に
人
口
減
少
問

題
に
取
り
組
む
た
め
、
国

で
は
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
を
制
定
し
て
、

総
合
戦
略
を
策
定
し
た

が
、
県
で
も
総
合
戦
略
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
方
創
生
に
向
け
て
、
最

先
端
の
科
学
技
術
や
産
出

額
全
国
２
位
の
農
業
な

ど
、
本
県
の
強
み
を
生
か

し
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、
少
子
化

対
策
な
ど
若
い
世
代
の
希

望
を
か
な
え
る
施
策
を
進

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
女
性
活
躍
な
ど

の
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
団
体
の
企
画
提
案
を
公

募
し
て
新
た
な
取

り
組
み
に
支
援
を

行
う
な
ど
、
「
女

性
が
輝
く
社
会
づ

く
り
」
を
推
進
す
る
。
さ

ら
に
、
首
都
圏
か
ら
の
近

接
性
や
充
実
し
た
広
域
交

通
な
ど
、
本
県
の
優
位
性

を
広
く
発
信
し
、
引
き
続

き
、
１
件
で
も
多
く
の
企

業
立
地
に
努
め
て
い
く
。

中
島
敏
之
局
長
（
）

企
業
局

安
全
で
安
心
な
水
を
安
定
的
に
供
給

　
「
安
全
で
安
心
な
水
を

安
定
的
に
供
給
す
る
」

「
公
営
企
業
と
し
て
常
に

健
全
経
営
を
目
指
す
」
な

ど
を
基
本
と
し
、
県
政
発

展
の
一
翼
を
担
う
。

　
本
年
度
は
、
圏
央
道
の

全
面
開
通
に
よ
り
企
業
立

地
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
工
業
用
水
需
要
増
に

対
応
す
る
た
め
、
県
南
と

県
西
の
工
業
用
水
道
事
業

の
統
合
を
進
め
る
。
ま
た

新
た
な
浄
水
処
理
技
術
の

実
用
化
に
向
け
た
実
証
実

験
や
国
の
認
可
手
続
き
を

進
め
る
と
と
も
に
、
浄
水

場
間
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機

能
強
化
の
た
め
新
治
・
霞

ケ
浦
浄
水
場
間
の
緊
急
連

絡
管
の
整
備
を
進
め
る
。

　
地
域
振
興
事
業
で
は
、

圏
央
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
や
充
実
し
た
イ
ン

フ
ラ
な
ど
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
、
工
業
用
地
の
早
期

分
譲
に
努
め
る
こ
と
で
地

域
活
性
化
や
雇
用
拡
大
に

貢
献
し
て
行
く
。

　
今
後

年
間
の

経
営
・
財
務
状
況

を
的
確
に
把
握
す

る
と
と
も
に
、
耐
震
化
を

含
め
た
施
設
の
更
新
を
計

画
的
に
実
施
す
る
た
め
経

営
戦
略
を
策
定
し
た
。
今

後
も
効
率
的
な
事
業
展
開

を
進
め
健
全
経
営
を
維
持

し
て
行
き
た
い
。

小
野
嘉
久
部
長
（
）

生
活
環
境
部

豊
か
な
自
然
環
境
利
用
し
地
域
振
興

　
霞
ケ
浦
の
水
質
浄
化
対

策
に
つ
い
て
は
、
第
６
期

の
「
霞
ケ
浦
に
係
る
湖
沼

水
質
保
全
計
画
」
に
基
づ

き
、
森
林
湖
沼
環
境
税
を

活
用
し
な
が
ら
、
生
活
排

水
対
策
や
農
地
・
畜
産
対

策
を
重
点
的
に
進
め
て
い

る
。
特
に
流
域
で
生
活
排

水
の
未
処
理
世
帯
が
い
ま

だ
に
約
３
割
残
っ
て
い
る

こ
と
が
水
質
汚
濁
の
大
き

な
要
因
で
あ
る
た
め
、
高

度
処
理
型
合
併
浄
化
槽
の

設
置
促
進
や
下
水
道
な
ど

の
整
備
接
続
を
進
め
、生

活
環
境
の
保
全
を
図
る
。

　
涸
沼
に
つ
い
て
は
、
特

に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て

国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に

関
す
る
条
約
、
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
の
湿
地
と
し
て
登

録
さ
れ
た
。
本
県
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
広
く
ア
ピ

ー
ル
で
き
、
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
地
域
振
興
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。
今
後
は
、
水
鳥
や
湿

地
の
調
査
研
究
な

ど
を
推
進
す
る
た

め
の
拠
点
施
設
と

な
る
水
鳥
・
湿
地

セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
国
に

要
望
し
て
い
く
と
と
も

に
、
地
元
市
町
が
行
う
観

察
施
設
整
備
な
ど
の
支
援

に
よ
り
、
自
然
環
境
の
保

全
と
賢
明
な
利
用
の
一
層

の
推
進
を
図
る
。

吉
見
剛
本
部
長
（
）

立
地
推
進
東
京
本
部

強
み
を
生
か
し
て
企
業
立
地
を
推
進

　
本
県
の
立
地
環
境
は
、

工
場
立
地
件
数
、
面
積
、

県
外
企
業
立
地
件
数
の
３

部
門
と
も
２
年
連
続
で
全

国
ト
ッ
プ
と
な
る
な
ど
、

企
業
か
ら
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。

　
本
年
度
は
圏
央
道
の
県

内
全
線
開
通
が
見
込
ま
れ

本
県
の
注
目
度
が
一
段
と

高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
、
充

実
し
た
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
大
消
費
地
に
近

接
し
た
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
廉
価
で
豊
富
な
産

業
用
地
、
企
業
活
動
を
支

え
る
産
業
基
盤
の
集
積
な

ど
、
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル

な
競
争
に
打
ち
勝
て
る
優

れ
た
立
地
環
境
を
、
積
極

的
な
企
業
訪
問
・
現
地
案

内
、東
京
大
阪
で
の
立
地

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
な
ど

に
よ
り
Ｐ
Ｒ
す
る
。
さ
ら

に
、
補
助
金
、
特
区
、
課

税
免
除
制
度
な
ど
の
立
地

支
援
施
策
を
効
果

的
に
情
報
発
信
し

本
県
の
強
み
を
生

か
し
て
企
業
立
地

を
一
層
推
進
す
る
。ま
た
、

情
報
収
集
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
一
層
強
化
・
拡
充
し
、

企
業
の
設
備
投
資
情
報
を

い
ち
早
く
入
手
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
誘
致
競
争
に
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
得
る
。

松
岡
輝
昌
部
長
（
）

保
健
福
祉
部

子
育
て
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
設

　
地
方
創
生
の
重
要
な
柱

で
あ
る
少
子
化
対
策
に
つ

い
て
は
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
に
合
わ
せ
、

地
域
の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
で
き
る
よ
う
「
子

育
て
人
材
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
新
設
し
た
。
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
の
再
就

職
支
援
、
子
育
て
支
援
員

の
養
成
を
図
る
な
ど
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
た
い
と

い
う
希
望
が
か
な
う
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
団
塊
世
代
が

歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５

年
を
見
据
え
、
高
齢
者
な

ど
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人

生
の
最
後
ま
で
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
医
療
介
護
予

防
・
生
活
支
援
・
住
ま
い

が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

茨
城
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
。

　

年
に
本
県
で
開
催
さ

れ
る
第

回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
て

は
、
県
広
報
紙
な

ど
を
活
用
し
な
が

ら
機
運
を
盛
り
上

げ
て
い
く
。
ス
ポ

ー
ツ
教
室
な
ど
を
開
き
、

選
手
の
確
保
と
育
成
に
努

め
な
が
ら
、
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
と
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
の
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

菊
地
健
太
郎
部
長
（
）

総
務
部

県
庁
改
革
と
公
共
施
設
の
総
合
管
理

　
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
を
引
き
続
き
着
実
に
推

進
し
な
が
ら
、
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
、
地
方
創

生
、
安
心
安
全
、　
産
業

大
県
・
生
活
大
県
」
づ
く

り
な
ど
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

オ
ー
ル
県
庁
で
し
っ
か
り

取
り
組
め
る
よ
う
予
算
や

組
織
編
成
面
で
総
務
部
と

し
て
努
力
し
て
い
く
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題

を
解
決
す
る
鍵
は
「
県
庁

改
革
」
に
あ
る
。
職
員
の

資
質
向
上
と
意
識
改
革
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
女
性

職
員
の
活
躍
を
積
極
的
に

推
進
す
る
ほ
か
、
本
年
度

改
定
し
た
「
職
員
子
育
て

応
援
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
男
性
職
員
の
育
児
参

加
休
暇
の
取
得
促
進
な
ど

に
も
取
り
組
む
。

　
本
県
の
公
共
施
設
の
多

く
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
多
額
の
財
政
負
担
が

見
込
ま
れ
る
。
３
月
に
策

定
し
た
「
茨
城
県

公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
の
も

と
、
人
口
減
少
社

会
を
踏
ま
え
た
、
公
共
施

設
の
適
切
な
更
新
や
長
寿

命
化
、
統
廃
合
な
ど
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理

に
取
り
組
み
、
将
来
に
わ

た
る
財
政
負
担
の
軽
減
・

平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

斎
田
陽
介
部
長
（
）

商
工
労
働
部

海
外
展
開
を
加
速
人
材
確
保
支
援
も

　
本
県
の
産
業
発
展
に
は

中
小
企
業
の
競
争
力
強
化

に
加
え
、
成
長
分
野
へ
の

進
出
が
不
可
欠
で
あ
り
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
技
術

開
発
や
大
手
企
業
へ
の
提

案
力
を
強
化
す
る
と
と
も

に
輸
出
拡
大
支
援
員
の
新

設
な
ど
に
よ
り
海
外
展
開

を
加
速
す
る
。ま
た
、新
た

に
総
額

億
円
の
フ
ァ
ン

ド
を
設
け
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
な
ど
へ
の
支
援
を
行

う
ほ
か
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

の
振
興
に
も
取
り
組
む
。

　
本
年
度
、
新
た
に
首
都

圏
の
学
生
向
け
に
就
職
面

接
会
な
ど
を
実
施
し
、
本

県
企
業
の
人
材
確
保
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
企
業

の
生
産
性
向
上
や
魅
力
あ

る
商
店
街
づ
く
り
を
担
う

人
材
の
育
成
に
取
り
組
む

ほ
か
、
来
年
度
開
校
予
定

の
県
立
笠
間
陶
芸
大
学
校

で
は
、
世
界
に
羽
ば
た
く

陶
芸
家
を
輩
出
し
た
い
。

　
さ
ら
に
、
お
も
て
な
し

観
光
週
間
の
設
定

や
県
民
大
会
の
開

催
な
ど
、
全
県
挙

げ
て
お
も
て
な
し

の
向
上
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

宿
泊
券
な
ど
を
販
売
し
、

誘
客
促
進
や
消
費
喚
起
を

図
る
ほ
か
、
東
京
五
輪
な

ど
を
見
据
え
、
国
際
観
光

の
振
興
に
も
取
り
組
む
。

渡
辺
学
部
長
（
）

土
木
部

災
害
に
強
い
県
土
対
策
を
一
層
強
化

　
災
害
に
強
い
県
土
づ
く

り
、
住
み
よ
い
活
力
あ
る

い
ば
ら
き
づ
く
り
、
地
方

創
生
へ
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
進
め
る
。
公
共
土

木
施
設
の
震
災
復
旧
が
２

０
１
５
年
３
月
に
全
て
完

了
し
今
後
は
、
防
災
・
減

災
対
策
を
一
層
強
化
す
る

た
め
津
波
対
策
、
イ
ン
フ

ラ
老
朽
化
対
策
な
ど
を
進

め
、
災
害
に
強
い
県
土
づ

く
り
を
推
進
す
る
。
集
中

復
興
期
間
の
最
終
年
度
と

な
る

年
度
は
、
国
の
復

興
予
算
を
最
大
限
活
用

し
、
全
力
で
復
興
事
業
に

取
り
組
む
。
一
方
で
、
生

活
道
路
や
通
学
路
の
安
全

対
策
な
ど
日
常
生
活
に
密

着
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て
も
進
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
本
県
の
発
展

の
た
め
、

年
度
に
東
名

高
速
道
路
か
ら
東
関
東
自

動
車
道
ま
で
開
通
予
定
で

あ
る
圏
央
道
や
東
関
道
水

戸
線
の
整
備
促
進
、
首
都

圏
の
物
流
拠
点
と

し
て
の
港
湾
機
能

強
化
な
ど
に
取
り

組
み
、
陸
・
海
・

空
の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
を
進
め
る
。

地
方
創
生
に
向
け
地
域
の

強
み
を
伸
ば
し
弱
み
を
克

服
す
る
た
め
、
地
域
経
済

活
性
化
や
本
県
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
も
進
め
る
。

鈴
木
哲
也
部
長
（
）

農
林
水
産
部

消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
産
地
に

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農

地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
た
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
を
進
め
る
ほ
か
、
女
性

向
け
の
研
修
講
座
や
新
規

就
農
者
向
け
の
支
援
施
策

を
充
実
さ
せ
、
多
様
な
担

い
手
の
確
保
・
育
成
に
取

り
組
む
。ま
た
、ブ
ラ
ン
ド

の
け
ん
引
役
と
な
る
商
品

づ
く
り
や
消
費
者
か
ら
信

頼
さ
れ
る
産
地
づ
く
り
を

通
し
て
、
本
県
農
産
物
の

有
利
販
売
と
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、

ジ
ェ
ト
ロ
茨
城
な
ど
と
の

連
携
強
化
に
よ
り
、
常
陸

牛
や
メ
ロ
ン
な
ど
本
県
を

代
表
す
る
農
産
品
の
輸
出

を
進
め
る
。
さ
ら
に
、地

方
創
生
に
向
け
、大
学
な

ど
と
連
携
し
、
特
に
中
山

間
地
域
の
自
主
的
な
取
り

組
み
を
支
援
す
る
な
ど
、

農
村
の
活
性
化
を
図
る
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
森

林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し

間
伐
や
平
地
林
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に

木
造
住
宅
建
築
へ

の
支
援
な
ど
県
産

材
の
利
用
拡
大
に

取
り
組
む
。
水
産
業
は
、

水
産
物
フ
ェ
ア
の
開
催
な

ど
を
通
じ
て
風
評
払
拭

し
ょ
く

ふ
っ

や
消
費
喚
起
に
取
り
組
む

ほ
か
、
栽
培
漁
業
を
推
進

し
水
産
資
源
の
増
大
と
安

定
供
給
に
努
め
て
い
く
。

県幹部らが今年度の意気込みを語る
　
消
費
増
税
な
ど
の
影
響
に
よ
り
個
人
消
費
に

陰
り
が
残
る
も
の
の
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果

や
円
安
に
よ
っ
て
県
内
経
済
は
活
気
を
持
ち
直

し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
県
内
で
は
産
業

活
性
化
を
後
押
し
す
る
取
り
組
み
が
各
所
で
始

ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
県
お
よ
び
関
連
団

体
・
企
業
ら
の
幹
部
が
語
る
、
２
０
１
５
年
度

の
重
点
施
策
を
紹
介
す
る
。

茨
城
県
特
集

運営に

進
野
口
通
部
長
（
）

企
画
部

新
総
合
計
画
策
定
強
み
最
大
限
活
用

　
県
政
運
営
の
基
本
方
針

と
し
て
新
し
い
県
総
合
計

画
を
策
定
す
る
。
本
県
の

一
層
の
発
展
に
向
け
た
道

筋
を
示
し
、
「
人
が
輝
く

元
気
で
住
み
よ
い
い
ば
ら

き
」
の
実
現
を
目
指
す
。

　
科
学
技
術
の
集
積
な
ど

の
本
県
の
強
み
を
最
大
限

活
用
し
て
い
く
。
ロ
ボ
ッ

ト
の
研
究
開
発
や
実
証
試

験
の
支
援
、
県
中
性
子
ビ

ー
ム
ラ
イ
ン
の
産
業
利

用
、
水
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
戦
略
策
定
な
ど
を

進
め
、
産
業
振
興
や
県
民

生
活
の
向
上
を
図
る
。

　
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
も
本
県
の
強
み
で
あ

る
。
圏
央
道
の
県
内
全
線

開
通
を
控
え
、
企
業
立
地

の
可
能
性
が
ま
す
ま
す
高

ま
る
。
ま
た
、
東
京
駅
や

品
川
駅
に
乗
り
入
れ
た
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
や
茨
城
空
港
の

利
用
促
進
に
努
め
、
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
筑
波
山
な
ど

の
美
し
い
景
観
や

豊
富
な
食
を
生
か

し
た
日
本
一
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
環
境

を
整
え
る
と
と
も
に
、
県

北
地
域
の
魅
力
を
引
き
出

す
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
来
年
度
開
催
に
向
け

た
準
備
を
進
め
、
一
層
の

地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
。

（ ） 【広告特集】 ２０１５年 平成２７年 ６月１９日 金曜日 　　


